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小林裕彦法律事務所 事務所便り 

負けへんで！ H29.２月号／vol.11 

 

Oni ビジョン「もっと知りたい！」／ 

RSK ラジオ｢敷居のめぇ～っちゃ低い法律相談所｣ 

 RSK ラジオ「敷居のめぇ～っちゃ低い法律相談所」は，毎週月曜日午後７時からの放送。皆さまから番組

に寄せられた身近に起こる様々なトラブルを他の法律の専門家たちとともにおもしろく，そしてわかりやす

く解説していますよ！ 

 Oni ビジョンの「もっと知りたい！」に出演中。直近の放送は，１２月の「行政不服審査法の改正につい

て」，１月の「肖像権とは？」，２月の「訴訟の提起で懲戒に？－弁護士の仕事って何？－」です。毎月

何回か放送されますので，是非ご覧になってください！ 

Oni ビジョンの収録 
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RSK ラジオの収録 

 

 

平成２８年１１月１１日 

倉敷市社会福祉協議会主催 

児島市民センターでの講演 

 皆様，今年もよろしくお願いいたします。 

 前回（２８年９月）から今回までの間では，本業の傍ら総務省の「住

民訴訟制度の見直しに関する懇談会」の委員就任，地元岡山県の後継

者育成塾やプレインキュベーションセミナー（創業支援）の講師と受

講者のプレゼンの講評，さらには県内の市町での行政不服審査法の講

演，岡山大学学長の選考会議の委員までさまざまなことを担当させて

いただきました。 

 また，本業とは全く関係ありませんが，念願？の第１回小林弁護士

杯（硬式テニス）も大成功でした。今年は岡山マラソンと重ならない

ように日程調整いたします。さらに半ば本業化しているとも言われて

いる？温泉関係は１０月と１１月に倉敷市玉島と児島で「人生を豊か

にする温泉の話（法律の話も少し）」という演題で講演させていただ

き，それぞれ約３００名の市民の皆様に参加していただき，大好評で

した。 

 今年は勤務弁護士が１名増えて９人体制になります。紛争になって

からの対応ではなく，紛争にならないための対応，紛争になっても有

利になるための準備に力を入れて，ますますパワーアップして頑張っ

て参ります。 

 

第１回小林弁護士杯のチラシ 
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平成２８年１０月１５日 山陽新聞 

 

 

 

※新聞週間にちなんで，地方紙の役割に関して取材を受けたので，１時間少しにわたって調子に乗っていろいろ

お話しました。全国紙では，政治記事に角度がつけられるなどの弊害があるが，地方紙においては，住民の知る

権利が充足されるような公平で客観的な報道が必要であること，住民が地元の行政に対するさまざまな問題意識

が持てるような緻密な報道であるべきであること，ときにはマスコミが特定の論点について行政や企業に注文を

つけることがあってもいいこと，住民の安全，安心にとってマイナスになる事柄については毅然と対応すべきこ

と，学校，保育の現場での諸問題や地方議会での注目に値する質問や答弁を取り上げる記事が少ないことなどを

具体例を挙げながらいろいろしゃべったのですが，字数の関係であまり取り上げてもらえてなかったようです。 
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************************************************************************* 

■□  法（ほう）～納得！ 第３６号  □■   平成２８年１１月 １日発行 

************************************************************************* 

 

～ 交通事故と法律（2） ～ 

 

 前回は，交通事故に遭った際の初動対応についてお話を致しました。今回は，交通事故で受けた損害賠償の請求の

仕方について，考えてみたいと思います。 

 

○自動車保険の種類 

 まず，自動車保険には，自動車損害賠償責任保険（いわゆる自賠責保険）と，任意保険があります。 

 自賠責保険は，被害者保護のため，法律で加入が義務づけられている保険です。ただ，支払われる保険金額に上限

があり，また物損事故では保険金が支払われないなどの制限があり，交通事故に関する全ての損害を自賠責保険でま

かなうことはできません。そこで，自賠責保険でまかなえない部分を補うべく，任意保険があります。任意保険の加

入は，自分が交通事故の加害者となった場合は，損害賠償を保険金でまかなえるというメリットがありますし，逆に

被害者となった場合は，加害者が任意保険に加入していれば，加害者自身の資力に関係なく損害の賠償を受けられる

というメリットがあります。そのため，任意保険の加入は重要といえます。 

 

○損害賠償の請求の仕方－自賠責保険 

 まず，自賠責保険の請求の仕方ですが，被害者が直接保険会社に保険金を請求することができます。 

 このとき，入院費用など，すぐに金銭が必要であるときは，仮渡金請求をすることにより金銭を受け取ることがで

きます。これは，損害賠償額の前渡しという性格を有しています。通常は，請求から１週間ほどで仮渡金を受け取る

ことができます。請求できる金額は，死亡につき２９０万円，傷害については，症状や治療・入院日数に応じ，４０

万円，２０万円または５万円となります。最終的な賠償額が仮渡金を下回ったときは，被害者は，その差額を保険会

社に返さなければなりません。 

 また，内払金請求という制度もあります。これは，傷害事故の場合に限り実務上認められているサービスで，治療

期間が長引くなどで，その損害額が１０万円以上になったときは，損害の総額が確定する前であっても，傷害の保険

金額（１２０万円）の限度で，保険金の支払いを求めることができます。請求できる金額は１０万円単位に限られ，

また請求から受け取りまで１ヶ月程度かかります。 

 なお，加害者が被害者に対し損害賠償を支払った後に，加害者が保険会社に対し，実際に支払った額を限度として

保険金の請求をすることもできます。 

 

○損害賠償の請求の仕方－任意保険 

 被害者は，保険約款に定めがあれば，直接加害者が加入している保険会社に保険金を請求できます。 

 また，加害者が，自己が加入している任意保険会社に保険金の請求手続を行っていれば，任意保険会社が被害者と

の示談交渉を代行し，示談交渉後に保険金を被害者に支払います。任意保険の賠償保険には，一般的に示談交渉サー

ビスが付いているため，加害者が任意保険に加入している場合は，任意保険会社が加害者の代理人として示談交渉を

行う場合がほとんどです。 

 さて，加害者が自賠責保険と任意保険の両者に加入していた場合，被害者としては，自賠責保険と任意保険の両者

へ請求するのは手間がかかります。そこで，一括払い制度という実務上認められているサービスがあります。これは，

加害者が加入している任意保険会社が自賠責保険金も含めて立て替えて支払い，後日，任意保険会社が自賠責保険会

社に対して，自賠責保険金相当額を求償するという制度です。 

  

○損害賠償の額でトラブルになったら… 

 交通事故に遭うと，被害者（或いは保険会社）と加害者（或いは保険会社）とが話し合い，損害賠償の額について

定めていくこととなります。 

 損害賠償の額については，次回以降詳しくお話致しますが，保険会社は，損害賠償額を低く提示する傾向にありま

すので，例えば，過去の事案で，保険会社が提示した損害賠償額が６０００万円だったのに対し，最終的には１億円

近い額が損害賠償額として認められたというものがありました。保険会社が提示する損害賠償額と，裁判となった場

合に認められる損害賠償額との間には差がございますので，交通事故でお困りの場合は，早めに弁護士に相談される

ことをお勧め致します。 

 なお，任意保険には，弁護士特約（任意保険会社によって名前は異なります。）という付帯契約があり，この特約

を利用すれば，弁護士費用を保険金でまかなうことができます（上限が３００万円に設定されている保険が多いです。）。

弁護士特約を，是非有効に活用していただきたいと思います。 

 次回は，損害賠償の具体的な話に入っていきたいと思います。 
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************************************************************************* 

■□  法（ほう）～納得！ 第３７号  □■  平成２８年１２月 １日発行 

************************************************************************* 

 

～ 交通事故と法律（3） ～ 

 

 前回は，自動車保険と交通事故に関する損害賠償請求の仕方についてお話を致しました。 

 今回は，実際に交通事故の被害に遭った際に請求できる損害賠償の内容について，具体的にお話をしたいと思います。 

  

○損害賠償の種類 

 損害賠償には，大きく分けて財産的損害と精神的損害があります。財産的損害は，更に人的損害に関する積極損害と消極

損害，物的損害とに分けられます。積極損害とは，交通事故に遭うことによってお金を支払わなければならなくなった損害

を指します。消極損害とは，交通事故に遭うことによって得られたはずの収入や利益が得られなくなったという損害を指し

ます。物的損害とは，事故によって物が壊れたときに発生する損害を指します。精神的損害は，いわゆる慰謝料となります。 

 

○財産的損害－積極損害について 

 積極損害には，治療関係費，通院交通費，装具・器具購入費，付添看護費，入院雑費等があります。積極損害についてよ

く問題となる点を，Ｑ＆Ａ形式でお伝えしようと思います。 

 Ｑ１ 交通事故に遭ってむち打ちになったので，整骨院に通院しました。整骨院の治療費も払って貰えますか。 

 Ａ 治療費は，原則として西洋医学による治療が念頭に置かれています。治療費は，当該症状の治療のために必要かつ相

当な実費全額が損害となりますが，東洋医学の治療は，単に健康維持のために受けたのか，当該症状の治療のために必要か

つ相当なものであったのかが判別しにくく，その治療費が常に全額損害と認められるわけではありません。東洋医学の治療

費は，当該症状により有効かつ相当な場合，ことに医師の指示がある場合に認められる傾向にあります。そのため，東洋医

学の治療を受けることを検討する場合は，その治療費全額が損害と認められないことがあることを念頭に置き，医師の指示

を取り付けること等をお考え下さい。 

 Ｑ２ 病院までタクシーで行きました。タクシー代は，払って貰えますか。 

 Ａ 通院交通費は，原則として，電車，バスの料金となります。自家用車を使用した場合は，実費相当額となります。 

 ただ，例外的に，症状などによりタクシーの利用が相当とされる場合や交通機関の便等を考慮し，タクシーによる通院交

通費も損害として認められることがあります。例えば，左膝前十字靱帯損傷等の大学生が，医師からできるだけ公共交通機

関を利用しないよう指示されていたこと，階段の昇降や車内で立ったままでいること等電車を利用しての通院が非常に苦痛

であったこと等を考慮し，タクシーの利用が相当であるとして，タクシー代を損害として認めた事例や，病院へ通院するた

めに，公共交通機関を利用しようとすれば，自宅から１時間かけて徒歩で駅まで出なければならず，タクシー利用はやむを

得なかったとして，タクシー代を損害として認めた事例があります。 

 Ｑ３ 治療費等は，治療を続ける限り，全額損害として認められますか。 

 Ａ 症状固定日までの治療費等が損害として認められます。つまり，治療を続ける限りその治療費の全額が損害として認

められるわけではありません。そのため，症状固定日がいつになるかは，実務上非常に重要な問題となってきます。 

 症状固定日とは，傷病に対して行われる医学上一般に承認された治療法（以下，「療養」という。）をもってしても，そ

の効果が期待し得ない状態（療養の終了）で，かつ残存する症状が自然的経過によって到達すると認められる最終の状態（症

状の固定）に達したときをいいます。 

 保険会社から治療の打ち切りをうながされることもありますが，このようなときは，症状固定時期を明確に示すことによ

って，打ち切りをのばすことができることもあります。 

 医師とのコミュニケーションを密にとることは，この点からも重要です。 

 Ｑ４ 事故で死亡した者のために，葬儀を開きましたが，葬儀代は損害として認められますか。 

 Ａ 損害として認められます。但し，無制限に認められるわけではなく，実務上は，１５０万円以下で認められています。 

 なお，香典返しや弔問客接待費は損害とは認められていません。 

 Ｑ５ 弁護士費用は，損害として認められますか。 

 Ａ 弁護士費用のうち，認容額の１０％程度が損害として認められる傾向にあります。 

  

 以上，積極損害について問題となり得る諸点をお伝え致しました。次回は，消極損害，慰謝料について問題となり得る点

を述べたいと思います。実は，命の価値を金銭に換算すると，差が出てきてしまうのです。この現実を，次回お伝えします。 
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************************************************************************* 

■□  法（ほう）～納得！ 第３８号  □■   平成２９年 １月 ４日発行 

************************************************************************* 

～ 交通事故と法律（4） ～ 

 

 前回は，積極損害についてお話しいたしましたが，今回は，消極損害，慰謝料についてお話ししたいと思います。 

 

 ○休業損害 

 休業損害とは，簡単に申し上げますと，交通事故による受傷により，休業等を余儀なくされたために得ることができなくなった収入を

いいます。 

 休業損害額は，有職者は，事故前の収入が基礎となります。学生は，原則として休業損害は認められませんが，アルバイト等をしてお

り，交通事故による受傷が原因でアルバイトができなくなれば，休業損害として認められます。 

  

 ○後遺障害逸失利益 

 交通事故により，被害者に後遺障害が残る場合がございます。そして，被害者に後遺障害が残ったため，労働能力が低下し，収入が減

少することがあります。このような，交通事故による後遺障害がなければ得られていたであろう収入等の利益も，損害賠償として請求で

きます。 

 この損害を算定するに当たっては，後遺障害によりどの程度，労働能力が喪失したか，労働能力喪失の期間は何年かといった点を考慮

します。また，被害者は，損害賠償を原則として一時金として受けとるため，中間利息の控除も行われます。 

 学生に後遺障害が残った場合，将来どのような職に就くのかがまだわかりませんので，「将来得られるはずであった利益」の算定が非

常に難しくなります。実務では，大学生であれば，大学を卒業した者の平均賃金に基づいて計算されることが多いといえます。 

  

 ○死亡による逸失利益 

 残念ながら交通事故により被害者がお亡くなりになられた場合も，将来得られたであろう利益の損害賠償を請求できます。 

 有職者の場合，基礎収入から，中間利息に加え，生活費分を控除した額を受け取ることになります。学生の場合は，基礎収入というも

のが想定できませんが，これについては，後遺障害逸失利益で申し上げたことが当てはまります。 

  

 ○慰謝料－死亡慰謝料 

 交通事故により，被害者が死亡した場合，被害者自身の慰謝料として一定額が支給されます。 

 死亡慰謝料には，おおよその基準があるのですが，なんと，被害者の立場によって額が大きく変わるのです。基準は以下のとおりです。 

 一家の支柱     ２８００万円 

 母親，配偶者    ２５００万円 

 その他       ２０００万円～２５００万円 

 その他とは，独身の男女や，子供や高齢者などが想定されています。 

 死亡したことによって受ける精神的苦痛は被害者の立場によって変わるものではないとの声が聞こえてきそうです。このように，死亡

慰謝料の額に差があるのは，次のような理由に基づいています。つまり，被害者が死亡したことにより，被害者の近親者は加害者に対し

て慰謝料を請求できるのですが，上記基準額には，近親者の慰謝料分も含んでいるとされているのです。 

 違和感があるかもしれませんが，現在の実務は，先に述べたような基準で運用されています。 

  

 ○傷害慰謝料（入通院慰謝料） 

 交通事故による受傷により，入院や通院を行って加療を余儀なくされたことに基づき，傷害慰謝料（入通院慰謝料）が認められていま

す。傷害慰謝料（入通院慰謝料）は，原則として，入通院の期間を基準として定められます。 

  

 ○後遺障害慰謝料 

 交通事故により後遺障害を負った場合，後遺障害の程度に応じて一定の慰謝料が認められます。 

 後遺障害には，その程度に応じ，１級から１４級の等級があり，それぞれの等級に応じ慰謝料が支払われます。この慰謝料額にも一定

の基準があり，２８００万円乃至１１０万円の慰謝料が支払われます。 

  

 ○慰謝料等の基準とは？ 

 今まで，慰謝料額には一定の基準があると申し上げてきましたが，この基準には，３つのものがあります。即ち，（1）自賠責保険の基

準，（2）任意保険の基準，（3）裁判基準です。（3）に向かうほど，原則として損害賠償の基準額が高くなります。なお，本稿の基準

はすべて（3）裁判基準で書いております。 

 交通事故に遭い，保険会社等と交渉を行うと，保険会社は，その支払額を抑えようと，（1）自賠責保険の基準をベースに損害額を呈示

してくることが多いように思います。そのため，被害者は，法的知識がないと，裁判であれば認められるであろう損害額を大きく下回る

額で，示談をすることになってしまうのです。 

 たとえば，死亡慰謝料ですが，（1）自賠責保険基準によりますと，死亡した被害者本人分としては３５０万円となっています（ご遺族

の慰謝料分は含んでいません。）。これに対し，（3）裁判基準ですと，近親者分を含んでいるとはいえ，２８００万円ですから，その額

に大きな開きがあることは一目瞭然でしょう。 

 そして，（3）裁判基準は，加害者に故意もしくは重過失があった場合，又は著しく不誠実な態度等がある場合には増額されるなど，個

別具体的な判断がなされます。 

 そのため，万が一，交通事故に遭われても，安易に示談交渉に応じることはなされず，一度は弁護士に相談されることを強くお勧めい

たします。そのためには，任意保険で弁護士特約をおつけになると安心かもしれません。 
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九州の温泉は熱い －わいた温泉郷－ 

 有名な黒川温泉のすぐ近くに，わいた温泉郷（熊本県阿蘇郡小国町）といわれるさほ

ど有名ではありませんが実力派の温泉地があります。これはたけの湯温泉，はげの湯温

泉，山川温泉などから成ります。湯煙というと別府温泉をイメージされるかもしれませ

んが，このわいた温泉郷は村の普通の風景と生活の中の至る所で湯煙が湧いていまして，

日本にもまだこんな所があるんだなと感動すら覚えます。 

 泉質はコバルトブルーの湯から湯の花が大量に舞う湯までバラエティーに富んでい

て，どこも湯量が多いのが特徴です。循環風呂など全く無縁の一つ一つの温泉に温泉本

来の力強さを感じるレベルの高い温泉地。 

 

 

  

 

  

はげの湯 豊礼の湯 

 

たけの湯の湯煙と湯けむり茶屋 

 

山川温泉 しらはなシンフォニーの露天風呂 

山川温泉 奴留湯共同浴場 


